
島根県立ふるさと森林公園通信 

         平成２３年１２月号 

今年も七草の季節です！里山自然塾に参加してみましょう！1 月 8 日(日)10 時！ 
昨年度の里山自然塾では、島根県森林インストラクター槇原道夫氏から間違いやすい他の草との見分け方や、

すべての七草がそれぞれ持つ薬効等を学び、公園近くの３ヶ所のフィールドで七草を採集し、無農薬有機栽培米

の玄米を使った七草粥を試食しました。 

   

槇原道夫氏の講義            七草を実際に確認 

   
フィールドで七草採集 

    

七草粥おいしくいただきました 
 
      

             
 
  
 
 



☆時代の風は冷たくても、２０１２年は里山の「食」を見直し、

心豊かに暮らしてみましょう！ 

「食」に関わる里山自然塾３連発をお贈りいたします！ 

その１．１月８日（日）「これぞ、春の七草」 
     七草粥は、昔から日本人に親しまれて来ましたが、それぞれに薬効も有り体にいいばかりではな

    く、平安時代には若い草を摘み食べる「菜つみ」は貴族の楽しみでもあったと言われます。ぜひ、                         

「菜つみ」と七草粥を体験しにいらしてください。 

その２．２月５日（日）「竹を楽しむ！」 
  竹は、里山で無秩序に竹藪として増加していて様々な問題がおきています。しかし、竹は加工

しやすく、皿等で「食」とからめてゆくと、日本人の情緒をくすぐる素敵な食卓を演出すること

ができます。この講座では、竹でご飯を炊いたり、オムレツを作ってみる他、食卓にワンポイン

トで使える簡単で情緒ある竹食器も作り、午後は一輪ざし、灯明等のインテリアづくりにも取り

組みます。 

その３．３月４日（日）「木と火の里山での出会い！燻製と花炭づくりを楽しむ！」 
  最近、自然エネルギーの話題が多く取り上げられています。人は長い間、木を使い火を起こし

て生活してきました。今回は、少し角度を変えて、「燻製」と「花炭」づくりに取り組みながら、

里山でのなつかしく、あたたかい木と火の出会いに思いをはせてみたいと思います。 

神話の里さくらおろちの食べごと塾最終回までラスト３回！                            

・毎回２０人定員１０人まで超過可。・参加費各回千円。（昼食付） 
・第６回、第７回に関しては、ふるさと森林公園学習展示館前から９時１０分発のマイクロバス無料送迎も実施。 
第６回 
１月１５日（日） 
１０時～１５時 
会場：尾原公民館 

「七草かゆ」と「猪汁」づ

くりとそれらをめぐる地域

文化について 
 

・「七草かゆ」づくり 
・尾原地区のとんどさんに参加、とんどさんの「食」を楽

しむ。 
・春の七草に関するお話 

第７回 
２月１９日（日） 
１０時～１５時 
会場：奥出雲町布施 
アトリエえん 

さくらおろち湖周辺の「食」

への新しい取り組み「コロ

ッケ」他アレンジの試み 

・地元加工グループの紹介 
・「コロッケ」づくり 
・地元素材をテーマにした？料理体験 
・新感覚の仕掛け人「食」を語る 

第８回 
３月３日（土） 
１０時～１５時 
会場：ふるさと森林公

園学習展示館 
～松江市宍道町 

第１幕の「現代版 食の神

話づくり」の調理体験付き

報告会 

・調理体験 
・「現代版 食の神話づくり」の報告会 
・春へ向けて「山菜」のメッセージ 




